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拝啓 益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は若手会のためにご協力賜り、厚く

お礼申し上げます。 

 さて、若手会員の皆さんは、弁理士業務の中で「弁理士試験では勉強したけど、実務に

は携わったことがない」という業務はありませんか？また、実務経験のない分野について

「クライアントから質問されて困った」という経験はありませんか？ 

 若手会では、一昨年度・昨年度、主に初心者を対象に、各法域での出願・中間処理実務

を題材として、シリーズ研修「今さら聞けない知財法」「スキルアップ研修」を開催し、ご

好評を頂きました。 

 若手会では、本年度も主に初心者を対象に「スキルアップ研修」を開催いたします。本

年度は出願業務を取り上げます。今回はその第２回「特許出願編」のご案内です。第１回

と同様に、講師は経験豊富でありながらも比較的若い先生にお願いし、積極的に質疑応答

できる雰囲気づくりに努めています。 

 また、当研修は、若手会員のみならず、西日本弁理士クラブの会員でない若手弁理士の

方にも参加して頂きたいと考えております。お近くに興味をお持ちの方がおられましたら、

お誘いあわせの上、ご参加頂ければ幸いです。 

 この研修は、日本弁理士会の継続研修として認定を申請中です。この研修を修了し、所

定の申請をすると２単位が認められる予定です。 

 

開催予定研修一覧 

 研修内容 開催日時 講師 

第１回 商標・意匠出願編 平成 22年 10月 7日（木） 松井 宏記 先生 

第２回 特許出願編 平成 22 年 11月 5日（金） 坂根 剛  先生 

※ 研修の内容、および開催日時は変更されることがあります。 

第２回特許出願編の参加申込書を添付します。奮ってご参加下さい 

謹白 



スキルアップ研修～特許出願編～ 受講申込書 

 

記 

日程：平成２２年１１月５日（金） １８：３０～２０：３０ 

場所：難波市民学習センター 第１研修室（JR難波駅 OCATビル４階） 

  (http://www.osakademanabu.com/namba/) 

定員：４５名 ※先着順で定員になり次第締め切らせて頂きます。 

受講料：西弁会員：無料 

   非会員 ：１０００円（当日入会の場合、無料とさせていただきます。） 

※ 受講希望の方は、下記申込欄に必要事項を記入し、１０月８日（金）までにＦＡＸ

（06-６ ３ １ ２ -０ ５ ０ １ ）又はＥ－ｍａｉｌ（sakiyama@creia-pat.com）までご連

絡下さいますようお願い申し上げます。 

 

---------------------------＜キリトリ不要＞--------------------------- 

［申込欄］特許業務法人 クレイア特許事務所 﨑山 智文 宛（ＦＡＸ：06-６ ３ １ ２ -０ ５ ０ １ ） 

『スキルアップ研修～特許出願編～』を受講します。 

ご氏名  ：              （登録番号：      ） 

ご連絡先 ：                   （携帯・自宅・勤務先） 

Ｅ－ｍａｉｌ ：                           

会 員  ：クラブ会員［   ］／非会員弁理士→当日入会［する・しない］ 

質問事項   ： 

 

 

 

 

（ご記入いただいた個人情報は当研修の参加者管理目的にのみ使用し、他の目的には使用しません。） 

講師紹介  弁理士 坂根 剛（インテリクス国際特許事務所 パートナー、２００２年弁理士登録） 

 実務経験約１１年。国内外を問わずコンピュータ、通信、情報処理、制御などの分野をはじめ幅広い分野の特許

出願及び中間処理を経験している。現在、滋賀県産業支援プラザ知的財産専門家を勤める。豊富な経験に裏付けら

れた説得力のある熱い講義には定評がある。 
 

講義内容  今回の講義の中心は、「特許出願」です。実務経験の浅い方のなかには、クレームや明細書の書き方

にイマイチ自信のない方、他の人がどのように書いているのか気になっている方も多いかと思います。ただ、自分

だけで教科書を読んで不安や疑問を解消するのは、なかなか難しいものです。そこで是非、この講義を受講してみ

てください。この講義では、講師の豊富な経験に基づいて、教科書的な内容にとどまらず、実務上重要なノウハウ

的な内容を説明する予定です。 

 また、この講義は、皆様から事前に寄せられた質問を取り入れて講義内容を構成する予定にしております。皆様

の「特許出願に関するご質問」を多数お待ちしております。 

                                

                                

                                

                                

 


